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県民音楽のひろば・第４３回県民芸術祭参加事業

日

２０２０年

2月2日
開演：15:00（14：３０開場）

Gunma Symphony Orchestra Classic Special

桐生市市民文化会館
《主催》第４3回県民芸術祭運営委員会／群馬県／（公財）群馬県教育文化事業団／
　　　桐生市／桐生市教育委員会／(公財)桐生市スポーツ文化事業団

チ ケット
専用電話

〒376-0024 桐生市織姫町2-5　営業時間 9：00～22：00（火曜休館）　http://www.kiryu-piif.jp/

オンラインチケットは
コチラ→

※プログラムは予告なく変更する場合があります。

※るうふ会員はさらに、会員割引各300円！  シルクカードも使えます。
※1回の購入でまとめてご購入の場合に限ります。（追加購入の場合は適用になりません）
※会館窓口でのご購入に限ります。会館以外のプレイガイドでは割引はありません。

先着200組様限定
ご購入の場合1枚…………
以上ご購入の場合1枚……

3,250円3,250円
3,000円3,000円

2枚
3枚

ま
と
め
て

前売りのみお誘いあわせ

キャンペーン

得  得

2月2日
開演：15:00（14：３０開場）（14：３０開場）（14：３０開場）

３，５００円（るうふ会員３，２００円）
高校生以下１，０００円（るうふ会員９００円）

全席
指定

託

児

＊この公演には託児サービスがあります。（締め切り１月２３日㈭）
■未就学のお子様ひとりにつき300円 ■事前に申込が必要です。

シルクカード
対象事業

シルクホール

プログラム

※未就学のお子様は入場できません。

グリーグ ： ピアノ協奏曲 イ短調 作品１６
ベートーヴェン ： 交響曲第7番 イ長調 作品９２
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小林亜矢乃（ピアノ） 先着200組様限定前売りのみ
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小林研一郎
（指揮/群響ミュージック・アドバイザー）

小林亜矢乃（ピアノ）（ピアノ）

桐生市市民文化会館

群馬交響楽団
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〈プレイガイド〉
《桐　生》桐生市市民文化会館
　　　　  桐生市中央公民館
　　　　 桐生音協
　　　　 桐生市民活動推進センター「ゆい」

・・・・・・・・・・・・・・0277-22-9999
・・・・・・・・・・・・・・・・・0277-47-4343

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0277-53-3133
0277-47-4066

《桐　生》新里公民館
　　　　 黒保根公民館
《みどり》笠懸野文化ホール

・・・・・・・・・・・・・0277-74-4151
・・・・・・・・・・・0277-96-2501

・・・・・0277-77-1212

《前　橋》ベイシア文化ホール（群馬県民会館）
　　　　 大胡シャンテ
《足　利》足利市民会館
　　　　  足利市民プラザ

027-232-1111
・・・・・・・・・・・・027-283-1100
・・・・・・・・・・・0284-41-2121
・・・・・・・・0284-72-8511

《館　林》館林文化会館
《太　田》太田市新田文化会館
　　　　 駅なか文化館

・・・・・・・・・・・0276-74-4111
・・・0276-57-2222

・・・・・・・・・・・0276-46-4884

◆託児サービスあります。（未就学のお子様は、ご入場できません）
※未就学のお子様ひとりにつき300円（保険料を含む）　事前申込要（１月２３日㈭申込締切）

◆チケット郵送サービスあります。（郵送料500円＋郵便振替料金がかかります。）託

児

群馬交響楽団 Gunma Symphony Orchestra

　1945年戦後の荒廃の中で文化を通した復興を目指して創立 、1955年「群響」をモ
デルに制作された映画｢ここに泉あり｣が公開され、全国的に注目を集めた。1947年か
ら始めた移動音楽教室は、2018年度までに延べ638万人を超える児童・生徒が鑑賞し
た。2014年6月には定期演奏会が500回に達し、2015年11月には創立70周年を迎
えた。

　2019年4月小林研一郎がミュージック・アドバイザーに就任し、9月からは新たに開館した高崎芸術劇場に活動拠点を移し更なる演奏活動の飛躍・向上を
目指している。
　1966年「朝日・明るい社会賞」、1983年文部大臣「地域文化功労者」団体表彰、1989年 第11回山本有三記念「郷土文化賞」、1994年「日本文化デザ
イン賞」、1995年「第４回日本生活文化大賞特別賞」、2001年 日本放送協会「関東甲信越 地域放送文化賞」受賞、2017年県民芸術祭40周年記念表彰。

小林 研一郎
Kenichiro Kobayashi

（指揮/群響ミュージック・アドバイザー）

　東京藝術大学音楽学部作曲科およ
び指揮科を卒業。第1回ブダペスト国
際指揮者コンクールで第1位、特別賞
受賞。ハンガリー政府よりリスト記念勲
章、ハンガリー文化勲章、星付中十字
勲章、ハンガリー文化大使の称号を授
与される。世界有数の音楽祭に出演す
るほか、ハンガリー国立フィルハーモ
ニー管弦楽団、チェコ・フィルハーモ
ニー管弦楽団、アーネム・フィルハーモ
ニー管弦楽団などの日本公演の舵を
とり、2006年には日本フィルハーモ
ニー交響楽団のヨーロッパ公演を成功
へと導いた。文化を通じた長年にわた

る国際交流への貢献によって、2011年に文化庁長官表彰を受け、2013
年秋の叙勲では旭日中綬章が授与された。音楽に対する真摯な姿勢と情熱
的な指揮ぶりは「炎のコバケン」の愛称で親しまれ、数多くのオーケストラの
ポジションを歴任。2005年からは社会貢献を目的とした「コバケンとその
仲間たちオーケストラ」で活動趣旨に賛同するプロ、アマチュア、学生などの
ボランティアメンバーと共に全国でチャリティ公演も行っている。
　現在、日本フィルハーモニー交響楽団桂冠名誉指揮者、ハンガリー国立
フィルハーモニー管弦楽団、名古屋フィルハーモニー交響楽団桂冠指揮者、
読売日本交響楽団特別客演指揮者、九州交響楽団名誉客演指揮者、東京藝
術大学、東京音楽大学、リスト音楽院名誉教授、東京文化会館音楽監督。長
野県芸術監督団音楽監督。

　今回の「県民音楽のひろば」は、ベートーヴェンの交響曲第５番『運命』とドヴォルザークのチェロ協奏曲（通称

ドヴォコン）。マエストロの高関健は、みなさんご存知の通り、長年群響の音楽監督を務め、現在は名誉指揮者。

群響の音楽監督時代も含めて桐生での演奏機会は少ない。また、ベートーヴェンの『運命』もオーケストラの楽曲

の中で最も有名な曲であるにもかかわらず、当財団が主催する演奏会で演奏されるのは、今回で３回目。この貴

重な機会を是非お楽しみに。一方、コンチェルトでは、ソリストに２００４年生まれの１４歳、北村陽を迎える。２０１７

年「若い音楽家のためのチャイコフスキー国際コンクール」で優勝し注目を浴びている。今最も将来を嘱望されて

いる若手チェリストの今を聴く。

Gunma Symphony Orchestra Classic SpecialGunma Symphony Orchestra Classic Special
クラシック・スペシャル

コンサートへの誘い！！
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小林 亜矢乃（ピアノ）
Ayano Kobayashi

　東京生まれ。桐朋学園｢子供のための音楽
教室｣を経て、東京音楽大学ピアノ演奏家コー
スに特待生で入学。全学年、奨学金を授与さ
れ首席で卒業。在学中、播本三恵子、田崎悦
子、倉沢仁子、各氏に師事。
　第64回日本音楽コンクール･ピアノ部門に
入選。ケルン音楽院にてパヴェル･ギリロフ教
授のもとで研鑚を積み、ディプロムを室内楽･
ソロで、ならびにコンツェルト･イグザーメン

（国家演奏家資格取得コース）をいずれも最
高点、首席で卒業。
　イタリアAMAカラブリア国際ピアノ･コンクールで第二位、エンニォ･ポ
リーノ国際ピアノ･コンクールで第3位他、多数の国際コンクールにて上位
入賞。
　ハンガリー国立響とのデビュー後、オランダ･コンセルトへボウホールにて
ネザーランド･フィル、ブダペスト･リスト音楽院にてハンガリー国立フィル、
プラハ･ドヴォルザークホールにてチェコ･フィルと共演の他、国内でも名古
屋フィル、関西フィル、大阪フィル、東京ニューシティ管弦楽団、日本フィルな
どと共演、また2005年日本フィル九州公演ではソリストとして招かれ、九州
各地で大絶賛を博す。
　スペインのセビリア･スプリングフェスティバルに招待され、聴衆全員のス
タンディングオベイションを受ける。ドイツでもリサイタルを行い、新潟や福
岡震災のためのチャリティーコンサートを行うなど、国内外で活躍している。
　類稀な深みのある音楽で、聴衆を魅了する音楽家として、今後の活躍が
期待されている。

　今回の「県民音楽のひろば」は、指揮者に炎のマエストロ「コバケン」こと小林研一郎、ソリストには、ピアニスト
の小林亜矢乃をお迎えする。もうすでにご存知の通り、小林研一郎氏は、今年度から群響のミュージックアドバイ
ザーに就任。群響の新たな顔として活躍し、今年度、群響を指揮する公演のほとんどが完売しています。そのコ
バケンが、ソリストに指名したのは、愛娘でピアニストの小林亜矢乃。群馬では初めての親子共演。プログラムもグ
リーグのピアノ協奏曲とベートーヴェンの交響曲第7番という名曲プログラム。グリーグのピアノ協奏曲は、誰もが
知っているピアノ協奏曲の傑作中の傑作。また、生誕250周年を迎えるベートーヴェンの交響曲第７番はテレビア
ニメなどでも使われたりもしていた非常に明るく華やかな楽曲です。この機会にオーケストラの醍醐味をどうぞお
楽しんでみてください!!
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